
北海道⼤学シラバス

科⽬名

幾何学基礎

講義題⽬

責任教員（所属）

古畑 仁(⼤学院理学研究院)

担当教員（所属）

古畑 仁(⼤学院理学研究院)

科⽬種別 理学部専⾨科⽬ 他学部履修等の可否

開講年度 2018 期間 １学期 時間割番号 013114

授業形態 講義 単位数 4 対象年次 3〜4

対象学科・クラス 数学科 補⾜事項

ナンバリングコード SCI_MATH 3220

⼤分類コード ⼤分類名称

SCI_MATH 理学部（数学科）

レベルコード レベル

3 学部専⾨科⽬（発展的な内容の科⽬）、全学教育科⽬（⾼年次対象科⽬）

中分類コード 中分類名称

2 専⾨基礎数学科⽬

⼩分類コード ⼩分類名称

2 幾何学基礎

⾔語

⽇本語で⾏う授業

キーワード

曲線と曲⾯の幾何学

授業の⽬標

曲線や曲⾯の微分幾何・位相幾何的な取り扱いに慣れ，多様体をはじめとする現代幾何学の諸概念を⾃然に受け⼊れられるようになることを⽬
標とする．

到達⽬標

曲線や曲⾯の曲率を実際に計算できるようになる．閉曲⾯の分類やオイラー数を理解する．さらに，微分幾何学と位相幾何学を結びつける重要
な定理であるガウス・ボンネの定理を理解する．

授業計画

１．曲線，フルネ・セレの公式と曲率
２．曲⾯，第１基本形式・第２基本形式と曲率
３．曲⾯上の曲線，測地線
４．ガウス・ボンネの定理
５．閉曲⾯の構成と分類
６．曲⾯の三⾓形分割とオイラー数（幾何学Ｂ，Ｃへの導⼊）
７．ガウス・ボンネの定理（再考）
８．多様体の定義（幾何学Ａへの導⼊）
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準備学習(予習・復習)等の内容と分量

次回の授業にあいまいな事項や疑問点を持ち越さないように，基本的な⽤語や概念の定義をきちんとマスターする．宿題のほか教科書の練習問
題等をやって理解度を確認すること．

成績評価の基準と⽅法

授業⽬標に対する到達度を次の観点から総合評価する．
(1) 科⽬の⾻格をなす定義，定理等の基礎知識を修得しているか．
(2) 典型的な具体例について計算，構成等を適切に遂⾏できるか．
(3) 基本概念や定理に基づいた論証を正しく⾏うことができるか．
(4) 科⽬の中⼼的な考え⽅を修得し，全体にわたり内容を有機的に理解しているか．
(5) 種々の問題を解決する際に科⽬内容を活⽤できるか．
成績評価の⽅法は，試験の成績および履修状況を総合評価する．

テキスト・教科書

曲⾯ -- 幾何学基礎講義 -- / 古畑 仁 : 数学書房, 2013, ISBN:978-4-903342-38-2

講義指定図書

Modern differential geometry of curves and surfaces with Mathematica / Alfred Gray, Elsa Abbena, and Simon Salamon : Champman &
Hall/CRC, 2006, ISBN:9781584884484
Introduction to Topological Manifolds / John M. Lee : Springer, 2011, ISBN:9781441979391
具体例から学ぶ多様体 / 藤岡敦 : 裳華房, 2017, ISBN:9784785315719

参照ホームページ

研究室のホームページ

http://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/

備考

基礎数学Ａ，Ｂを受講していることが望ましい．
幾何学基礎講究を同時に受講することが望ましい．
初回の授業において，学習の仕⽅，評価の⽅法等の詳細について説明する．

更新⽇時

2018/02/06 11:39:20

2 / 2


